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早
く
帰
ら
な
い
と

人
さ
ら
い
が
く
る
よ

明
治
十
五
年
生
ま
れ
の

祖
母
が
語
っ
て
い
た

そ
の
母
た
ち
か
ら
の
教
え
か

大
正
九
年
　
ス
ペ
イ
ン
風
邪

昭
和
十
六
年
　
太
平
洋
戦
争

令
和
二
年
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

数
多
な
人
々
が

宇
宙
へ
旅
立
っ
た

新
年
祈
願

こ
の
地
球
に
こ
れ
以
上

人
さ
ら
い
が
き
ま
せ
ん

よ
う
に

令

和

三

年

に

宿命を背負って演じる人 それを理解できる人との出会いの場　光が丘 I M Aホール



4階　 IMAD I N I NG フードコート

光の広場

イマチカ ぎょうざ屋大盛軒

イマチカ あまいけイマチカ Dai ly  Tabe l  K INOKUNIYA

イマチカ 森田園

4階　 IMAホール

新しいIMA新しいIMA

煌く殿堂「イマミセ」に 煌く殿堂「イマミセ」に 

光が丘IMA中央館 (イマミセ)が昨年12月8日にリニューアルオ

ープンした。1987(昭和62)年4月24日、明日は「イマ」から始ま

る。をキャッチフレーズにオープンして以来33年、光が丘地区の

オアシスとして、これからも煌き続ける。 写真は2020年12月7日。

IMAオープンは1987(昭和62) 年4月24日、光が丘をタレントに見立てる、との、アンケートで男性の１位は加山雄三、女性は三田佳子だった

（三和銀行光が丘支店調べ）。光が丘新聞では、IMAリニューアルオープンを祝して意識調査を行う。男性・女性それぞれの名前等を明記してメー

ル・FAX・ハガキでご応募してください。ご参加した方10名に、図書カードをプレゼントします。ちなみに２位は西田敏行　沢口靖子、３位は明石

家さんま　黒柳徹子　市毛良枝さん。その他、動物でいうと、りす、うさぎ、きりん。色では、緑、白、水色の順でした。締切り令和3年1月22日。

光が丘＝加山雄三　三田佳子は不滅か



アメリカフウロ

ヒメジオンヒルガオ

カントウヨメナシロツメクサ（クローバー）

オランダミミナグサ

カントウタンポポを後世に残すため、光が丘公園では「カントウ

タンポポ自生地」と名付けた保護区域を設け、ボランティア団体

「光が丘カントウタンポポのなかま」が公園開設時からカントウタン

ポポと野草の保護活動に取り組んでいる。

長年にわたる保護活動により「カントウタンポポ自生地」は、カ

ントウタンポポはじめ多くの野草の生育に適した環境を維持するこ

とが出来、確認されただけでも約120種類の野草が自生している。

今回その一部を紹介する。

都立光が丘公園

「カントウタンポポ自生地」

太陽の光を最も必要とする陽性植物のひとつであり

ながら、葉をつける茎を持たず根生葉（根から直接出

た葉）を地表に広げるだけで一生を終える植物。この

形状から周囲を他の野草に覆われ日照が遮られると、

種子が発芽しても光合成が出来ず枯れてしまう。

田畑や果樹園、農家など人間が生活する場所近くに

自生する植物を人里植物と呼ぶ、カントウタンポポも

そのひとつで、人間が生活のために定期的に草刈りや

落葉掻きをすることにより、結果的に生育が可能にな

る。

カントウタンポポの開花は3月～4月にかけての1回

だけで、夏の間は葉で光合成により作られた養分を地

中深く伸びた根に蓄え、地表の葉は枯らして過ごし

（夏眠）、秋に再び葉を伸ばして翌年春の開花に備える、

他の野草との生存競争を勝ち抜くたいへん賢い生き方

をしている。

東京都公園協会　公園友の会会員
自然保護ボランティア団体

光が丘カントウタンポポのなかま

会長 高柳　裕

カントウタンポポ



（
１
）
人
口
密
度
と
区
域

規
模高

密
度
化
の
目
的
は
高
利

便
の
地
域
に
、
よ
り
多
く
の

住
宅
を
供
給
す
る
こ
と
と
、

１
戸
当
た
り
の
土
地
負
担
額

を
低
減
す
る
こ
と
で
す
。
一

方
高
密
度
化
に
よ
る
住
環
境

の
悪
化
予
防
策
も
必
要
で
す
。

ま
た
区
域
規
模
が
大
き
く

な
る
と
、
ど
の
よ
う
に
店

舗
・
学
校
・
公
園
等
を
整
備

す
る
か
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

光
が
丘
は
計
画
人
口
３
万

８
千
人
、
区
域
面
積
70
ha

（
学
校
増
・
清
掃
工
場
新
設

後
）
で
す
。
人
口
密
度
は
５

５
０
人
／
ha
で
す
。
こ
の
よ

う
な
大
規
模
で
高
密
度
の
団

地
は
我
が
国
で
初
め
て
で
し

た
。
類
似
先
例
と
し
て
米
国

の
コ
ー
ポ
・
シ
テ
ィ
ー
は
あ

り
ま
し
た
が
。
な
お
周
辺
地

域
は
当
時
30
〜
１
２
０
人
／

ha
で
し
た
。

都
内
最
大
規
模
の
開
発
は

光
が
丘
の
１
６
０
倍
の
多
摩

Ｎ
Ｔ
で
す
。
し
か
し
主
な
住

宅
地
は
中
層
南
面
住
棟
（
冬

至
日
照
４
時
間
）
で
、
そ
の

人
口
密
度
は
３
５
０
人
／
ha

で
す
。

一
方
大
規
模
高
密
度
の
先

例
住
宅
地
は
高
島
平
団
地
の

高
層
区
域
で
す
。
そ
の
規
模

は
光
が
丘
の
１
／
３
で
す
が
、

人
口
密
度
は
１
１
０
０
人
／

ha
で
す
。
そ
れ
は
敷
地
北
側

の
広
幅
員
道
路
を
住
棟
の
日

影
規
制
に
利
用
し
た
り
、
東

西
面
高
層
住
棟
（
冬
至
日
照

２
時
間
）
を
混
在
し
て
実
現

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
光
が
丘
の
居
住

者
に
は
高
密
度
感
の
緩
和
方

策
も
必
要
で
す
。
例
え
ば
①

住
棟
形
状
の
多
様
化
②
昭
和

初
期
の
米
国
高
層
団
地
の
様

に
大
き
く
育
っ
た
樹
木
の
緑

空
間
形
成
③
地
縁
・
血
縁
の

家
族
対
応
の
地
元
区
優
先
枠

（
４
割
）
確
保
等
で
す
。

（
２
）
計
画
の
目
標

①
都
市
環
境
整
備
に
寄
与

―
広
域
避
難
広
場
・
大
公

園
・
広
域
給
水
場
・
緑
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
周
辺
地
域
と

の
一
体
化
等
。

②
モ
デ
ル
住
宅
地
の
開
発

―
フ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
の
定

住
化
社
会
・
安
全
で
快
適
な

住
宅
地
・
季
節
感
の
た
だ
よ

う
近
隣
空
間
等
。

⑶
住
宅
地
計
画

全
国
の
住
宅
事
情
は
計
画

当
初
の
一
世
帯
一
住
宅
の
量

か
ら
、
５
年
を
経
た
事
業
着

手
時
に
は
住
宅
水
準
の
向
上

の
質
の
時
代
に
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
戸
数

は
２
万
３
千
か
ら
１
万
２
千

（
公
団
７
８
４
０
戸
、
公
営
２

６
５
０
戸
、
公
社
１
５
１
０

戸
）
と
な
り
ま
し
た
。

光
が
丘
は
光
が
丘
駅
・
セ

ン
タ
ー
地
区
を
中
心
に
、
約

８
０
０
ｍ
の
徒
歩
圏
内
に
１

万
戸
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

そ
の
１
万
戸
を
４
つ
の
中
学

校
群
住
区
で
構
成
し
ま
し
た
。

住
区
内
に
は
塔
状
、
板
状
、

南
・
東
西
面
、
５
〜
30
階
と

多
様
な
住
棟
、
小
中
学
校
・

幼
稚
園
・
診
療
所
・
公
園
等

を
配
し
ま
し
た
。
な
お
今
迄

各
住
区
内
に
設
け
て
い
た
食

料
品
店
舗
等
は
セ
ン
タ
ー
地

区
に
集
積
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
小
２
中
１
の

学
校
群
住
区
構
成
は
我
が
国

初
で
し
た
。

み
ど
り
（
公
園
・
緑
道
）

計
画
で
与
え
ら
れ
た
条
件
は

60
ha
の
大
公
園
（
光
が
丘
公

園
）
と
住
宅
地
区
内
に
20
ha

の
小
公
園
を
確
保
す
る
こ
と

で
し
た
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
で

は
そ
れ
ま
で
と
異
な
り
先
ず

地
域
も
見
据
え
た
み
ど
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
か
ら

始
め
、
こ
れ
に
載
せ
る
よ
う

に
北
側
に
大
公
園
（
光
が
丘

公
園
）、
南
側
に
小
公
園
の
一

部
で
あ
る
運
動
公
園
を
置
き

ま
し
た
。

そ
し
て
別
に
検
討
し
た
道

路
計
画
と
重
ね
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
緑
道
系
と
車
道
系
が

全
く
別
の
緑
道
（
歩
行
者
・

自
転
車
）
優
先
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
骨
格
を
作
り
ま
し

た
。
ベ
ニ
ス
で
水
路
が
緑
道

に
な
っ
た
様
な
感
じ
で
す
。

さ
ら
に
中
学
校
区
に
作
ら
れ

た
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
に
近
隣
公
園
（
区
立
公
園
）

を
重
ね
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
地
区
内
外
よ
り
緑
道
（
歩

行
者
・
自
転
車
路
）
で
全
て

行
き
た
い
所
に
行
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
東
京
ド
ー
ム

１
４
３
個
分
１
８
６
ha
の
光

が
丘
全
域
に
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ
ト

な
緑
道
（
歩
行
者
・
自
転
車

路
）
で
一
巡
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
散
歩
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
好
き
の
方
に
は
天
国

と
い
え
ま
す
。

光
が
丘
公
園
（
都
立
公
園
）

は
駅
前
に
も
顔
が
あ
り
来
訪

者
が
す
ぐ
公
園
を
利
用
出
来

る
よ
う
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
部
に
30
ｍ
幅
の
い
ち
ょ

う
の
並
木
通
り
が
作
ら
れ
、

こ
の
い
ち
ょ
う
並
木
は
駅
を

越
え
て
南
の
運
動
公
園
（
区

立
公
園
）
ま
で
伸
ば
し
、
光

が
丘
南
北
約
２
km
を
貫
く
主

要
な
緑
道
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

光
が
丘
公
園
に
は
四
季
を

彩
る
16
種
の
主
植
物
が
重
点

的
に
植
え
ら
れ
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
噴
水
等
水
景
施
設
も

作
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
バ
ー

ド
サ
ン
ク
チ
ャ
リ
ー
、
芝
生

広
場
、
ち
び
っ
子
広
場
、
デ

ィ
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
も
。
運
動
施
設
と
し
て
は

野
球
場
４
面
（
地
下
に
は
20

万
ト
ン
の
配
水
池
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
）、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

８
面
、
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
、

少
年
サ
ッ
カ
ー
場
が
作
ら
れ

ま
し
た
。

４
つ
の
区
立
公
園
で
は
各

公
園
に
春
、
夏
、
秋
、
そ
れ

に
み
ど
り
の
相
談
所
の
あ
る

四
季
の
香
と
季
節
の
特
色
を

持
た
せ
そ
れ
ぞ
れ
季
節
に
由

来
す
る
も
の
、
春
の
公
園
に

は
蛙
池
、
夏
の
雲
公
園
に
は

広
い
ひ
ろ
ば
、
秋
の
陽
公
園

に
は
田
ん
ぼ
、
そ
し
て
四
季

の
香
公
園
に
は
武
蔵
野
の
雑

木
林
等
と
特
色
あ
る
も
の
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
＝
計
画
は
事
業
者
で

あ
る
都
の
指
示
に
よ
り
ま
し

た
。
１
９
７
０
年
頃
、
都
は

川
越
と
目
白
街
道
に
囲
ま
れ

た
Ｇ
Ｈ
周
辺
の
区
域
に
つ
い

て
、
地
区
幹
線
２
km
・
副
幹

線
１
km
の
格
子
状
の
路
線
を

構
想
し
て
い
ま
し
た
。
公
団

は
住
区
を
分
断
し
な
い
よ
う

に
住
区
の
外
周
に
ル
ー
プ
状

の
道
路
、
例
え
ば
光
が
丘
７

丁
目
と
３
丁
目
間
の
道
路
を

提
案
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

鉄
道
＝
光
が
丘
駅
開
業
１

９
９
１
年
ま
で
、
最
寄
り
駅

へ
の
バ
ス
輸
送
で
入
居
者
に

面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

バ
ス
会
社
に
地
下
鉄
開
業
ま

で
の
暫
定
路
線
に
は
難
色
を

示
さ
れ
た
り
、
一
方
協
力
し

て
く
れ
た
会
社
も
あ
り
、
ほ

っ
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
計
画
当
初
、
公
団

チ
ー
ム
は
啓
志
線
（
下
板
橋

駅
〜
Ｇ
Ｈ
）
の
復
活
や
、
地

下
鉄
８
号
線
の
向
原
駅
か
ら

の
分
岐
を
期
待
し
て
い
ま
し

た
。歩

行
者
・
自
転
車
路
＝
交

通
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
住
戸
か
ら
セ
ン
タ
ー

地
区
・
光
が
丘
駅
ま
で
の
ル

ー
ト
で
、
幹
線
道
路
を
横
断

す
る
交
差
点
は
立
体
化
し
た

歩
行
者
・
自
転
車
路
（
月
見

大
橋
等
）
を
計
画
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の

要
素
の
一
つ
に
住
む
人
達
の

人
口
構
成
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
光
が
丘
の
人
口

構
成
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

探
る
た
め
、
都
内
23
区
の
国

勢
調
査
区
（
小
学
校
区
）
単

位
で
の
人
口
構
成
図
（
ツ
リ

ガ
ネ
型
図
）
を
作
成
し
検
討

し
ま
し
た
。
し
か
し
ど
の
型

で
あ
る
べ
き
か
な
か
な
か
難

し
く
、
最
終
的
に
地
元
区
の

人
口
構
成
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
、
居
住
者
構
成
が
一
定

の
階
層
に
偏
ら
な
い
、
健
全

な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
、
１
Ｄ
Ｋ
〜
５
Ｌ
Ｄ
Ｋ

ま
で
の
様
々
な
住
宅
を
計
画
。

更
に
、
来
る
べ
き
高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
た
め
２
〜
３

世
代
住
宅
や
行
政
サ
イ
ド
と

の
提
携
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
関

係
住
宅
も
計
画
し
ま
し
た
。

住
棟
計
画
で
は
、
一
つ
の

建
物
の
中
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
規
模
、
間
取
り
の

住
宅
プ
ラ
ン
を
組
み
込
ん
だ

り
、
広
い
バ
ル
コ
ニ
ー
付
住

宅
や
屋
上
を
利
用
し
た
庭
付

き
住
宅
も
供
給
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
層
住
宅
に
お
け
る

ピ
ロ
テ
ィ
部
分
や
屋
上
あ
る

い
は
中
間
階
を
利
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
も

進
め
ま
し
た
。

超
高
層
・
高
密
度
住
宅
の

先
進
的
海
外
事
例
と
し
て
香

港
の
華
富
（
ワ
フ
ー
）
団
地

や
米
国
シ
カ
ゴ
の
ジ
ョ
ン
ハ

ン
コ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
１
０

０
階
建
て
46
階
以
上
に
７
５

０
戸
の
住
宅
）
等
の
現
地
調

査
も
行
い
色
々
学
び
ま
し
た

が
日
本
に
は
日
本
人
の
生
活

に
合
う
も
の
が
必
要
な
こ
と

も
わ
か
り
、
当
時
国
内
で
は

実
績
の
な
い
超
高
層
住
宅
に

つ
い
て
、
ゆ
れ
、
高
所
心
理
、

微
気
象
（
ビ
ル
風
）
の
３
大

要
素
に
つ
い
て
の
実
証
実
験

に
よ
る
デ
ー
タ
ー
集
め
か
ら

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国

内
の
超
高
層
住
宅
は
Ｕ
Ｒ
が

神
戸
の
新
長
田
駅
前
で
第
１

号
を
建
て
て
か
ら
急
速
に
進

み
、
光
が
丘
で
は
当
時
の
技

術
の
粋
を
集
め
た
５
棟
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

計
画
当
初
は
高
島
平
団
地

の
よ
う
に
住
宅
併
存
（
下
駄

履
き
）
の
セ
ン
タ
ー
計
画
で

し
た
が
、
商
業
施
設
の
激
し

い
業
態
の
変
化
に
対
応
出
来

る
空
間
作
り
が
可
能
に
な
る

よ
う
、
住
宅
と
施
設
（
特
に

商
業
系
）
を
分
離
し
ま
し
た
。

別
の
調
査
か
ら
消
費
者
は
特

に
最
寄
品
に
つ
い
て
は
１
円

安
け
れ
ば
１
０
０
ｍ
で
も
買

い
歩
く
と
い
う
実
態
と
、
光

が
丘
全
域
が
徒
歩
圏
に
入
る

こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
を
ワ

ン
セ
ン
タ
ー
の
コ
ア
ー
（
核
）

型
と
し
ま
し
た
。

健
康
で
文
化
的
な
都
市

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
）
を
目

指
す
地
域
の
拠
点
と
す
る
た

め
、
商
業
・
業
務
・
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
・
文
化
・
レ
ジ
ャ

ー
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
施
設
を

隣
接
設
置
さ
れ
る
公
共
公
益

施
設
等
と
の
関
連
性
も
重
視

し
な
が
ら
整
備
し
ま
し
た
。

延
床
面
積
約
15
万
㎡
、
１

２
０
０
台
余
の
駐
車
場
を
持

つ
大
セ
ン
タ
ー
は
、
商
圏
５

km
、
36
万
世
帯
、
93
万
人

で
計
画
さ
れ
平
成
元
年
に
中

央
館
、
５
年
に
東
・
南
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の

後
大
店
法
の
改
正
で
周
辺
に

大
型
店
の
出
店
や
大
江
戸
線

の
開
通
が
あ
り
ま
し
た
が
比

較
的
し
っ
か
り
し
た
顧
客
数

は
確
保
し
て
い
る
模
様
で
す
。

内
外
か
ら
よ
く
指
摘
さ
れ
る

こ
の
セ
ン
タ
ー
と
他
と
の
違

い
は
そ
の
文
化
性
に
あ
り
、

そ
の
中
心
的
存
在
は
Ｉ
Ｍ
Ａ

ホ
ー
ル
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ー
（
２
０
１
９
年
９
月
終

了
）
の
存
在
だ
と
言
わ
れ
ま

す
が
文
化
施
設
は
後
で
詳
し

く
ふ
れ
ま
す
。

青
空
市
場
（
当
初
は
オ
ー

プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
）
は
Ｉ
Ｍ
Ａ
セ
ン

タ
ー
の
大
店
法
に
基
づ
く
商

調
協
（
商
業
調
整
協
議
）
を

行
っ
て
い
る
中
で
周
辺
西
側

の
商
店
会
か
ら
の
要
望
で
始

め
た
も
の
で
す
。

１
２
０
０
台
余
の
駐
車
場

は
、
現
在
平
日
は
光
が
丘
か

ら
都
心
に
向
か
う
通
勤
客
の

自
家
用
車
を
こ
こ
に
置
き
電

車
に
乗
り
継
ぐ
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
の
機
能
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

尚
、
当
初
、
セ
ン
タ
ー
地

区
に
ホ
テ
ル
の
案
も
あ
り
ま

し
た
が
、
隣
接
地
に
民
間
に

よ
る
都
市
型
ホ
テ
ル
が
開
設

さ
れ
機
能
の
役
割
分
担
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
的
に
団
地
（
ま
ち
）

づ
く
り
は
、
①
用
地
取
得→

②
計
画→

③
建
設→

④
人
々

の
生
活→

⑤
管
理
・
運
営
の

流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
光
が
丘
は
②
計
画→

①

用
地
取
得
の
計
画
先
行
型
で

し
た
。

そ
れ
は
国
有
地
の
売
却
価

格
が
公
園
・
道
路
は
無
償
、

学
校
は
減
額
、
公
団
用
地
は

時
価
と
用
途
に
よ
っ
て
異
な

り
、
用
地
売
却
に
先
立
ち
用

途
別
の
配
置
計
画
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。

ま
た
国
は
米
軍
宿
舎
の
移

転
先
建
設
費
用
を
公
団
へ
の

土
地
売
却
費
で
充
て
る
こ
と

に
し
、
ま
ず
公
団
用
地
の
位

置
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で

し
た
。

１
９
７
０
年
、
国
は
非
公

式
に
公
団
へ
利
用
計
画
案
の

策
定
を
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。

公
団
は
１
９
７
１
年
３
月
に

原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
大
規
模
な
開
発
に
は
、

都
市
計
画
上
の
関
係
機
関
の

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
が
必
要
で
す
。

区
域
全
体
は
、「
一
団
地
の
住

宅
施
設
」
で
、
公
園
・
道

路
・
清
掃
工
場
は
、
個
別
の

都
市
計
画
施
設
で
対
応
し
ま

し
た
。

１
９
７
２
年
２
月
国
有
財

産
審
議
会
は
跡
地
利
用
の
処

分
計
画
を
答
申
し
、
処
分
先

の
面
積
と
位
置
も
決
め
ま
し

た
。区

域
１
８
２
ha
の
内
訳
は

公
園
60
、
道
路
17
、
学
校

19
、
住
宅
86
（
公
団
57
、

都
営
19
、
公
社
10
）
で
し
た
。

住
宅
戸
数
は
答
申
の
内
容

に
は
含
ま
れ
ず
、
当
日
の
Ｔ

Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
２
万
３
千
戸

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
は
都
、
練
馬
・
板

橋
区
、
公
団
、
公
社
の
五
者

で
す
。

１
９
７
２
年
６
月
、
都
は

多
摩
Ｎ
Ｔ
並
み
の
、
知
事
を

会
長
と
し
、
両
区
長
、
公
団

総
裁
、
公
社
理
事
長
で
構
成

す
る
開
発
計
画
会
議
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
実
務
的
な
開

発
計
画
調
整
は
５
年
間
約
１

２
０
回
に
わ
た
り
、
五
者
の

課
長
レ
ベ
ル
で
行
い
ま
し
た
。

主
な
調
整
事
項
は
①
住
宅
戸

数
（
練
馬
区
１
万
２
千
戸
・

住
宅
事
業
者
２
万
３
千
戸
）、

②
学
校
数
増
設
（
小
２
中
１
）、

③
清
掃
工
場
新
設
、
④
中
央

道
路
の
１
３
７
号
線
へ
の
延

伸
等
で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

選
れ
る
計
画
の
独
創
性

計
画
（
公
団
先
行
）

用
地
取
得

建
　
設

み
ど
り
計
画

（
公
園
・
緑
道
）

大
規
模

高
密
度
住
宅

交
通
計
画

フ
ル
フ
ァ
ミ
リ

ー
ズ
計
画

ワ
ン
セ
ン
タ
ー
計
画

◇
１
９
７
１
年
グ
ラ
ン
ト
ハ
イ
ツ
（
Ｇ
Ｈ
）
跡
地
利
用
計
画
を
◇

◇
日
本
住
宅
公
団
（
Ｕ
Ｒ
）
内
の
作
業
チ
ー
ム
が
、
原
案
作
成
◇

◇
し
て
か
ら
半
世
紀
。
人
々
が
住
み
始
め
た
１
９
８
３
年
か
ら
◇

◇
は
38
年
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
◇

◇
当
時
の
計
画
者
と
半
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
を
、
あ
ゆ
◇

◇
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◇



み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
緑
道
）
＝
外
周
部
か
ら
も
出

入
り
し
や
す
い
緑
道
は
こ
の

地
域
に
す
っ
か
り
定
着
し
馴

染
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
光

が
丘
地
区
南
北
約
２
km
を
縦

断
す
る
い
ち
ょ
う
並
木
は
四

季
の
変
化
も
あ
り
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

絵
に
な
る
景
色
だ
と
言
う
人

も
い
ま
す
。
フ
ラ
ッ
ト
で
あ

る
こ
と
も
嬉
し
い
で
す
。

都
立
光
が
丘
公
園
＝
木
々

も
大
き
く
育
ち
木
洩
れ
日
を

楽
し
み
な
が
ら
散
策
や
マ
ラ

ソ
ン
を
し
て
い
る
人
々
が
い

ま
す
。
色
々
な
機
能
に
対
応

し
た
施
設
が
あ
り
都
を
代
表

す
る
都
市
公
園
で
駐
車
し
て

い
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
も

利
用
圏
の
拡
が
っ
て
い
る
こ

と
も
分
か
り
ま
す
。
年
間
を

通
し
て
催
事
が
多
く
、
コ
ロ

ナ
禍
前
は
、
練
馬
子
ど
も
ま

つ
り
、
よ
さ
こ
い
祭
り
、
農

業
祭
、
練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
等
毎
月
の
よ
う
に

催
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
、

住
民
が
作
っ
て
い
る
花
壇
と

売
店
の
焼
き
た
て
メ
ロ
ン
パ

ン
な
ど
が
人
気
で
す
。

区
立
の
４
つ
の
近
隣
公

園
＝
蛙
池
の
春
の
風
公
園
、

広
い
運
動
ひ
ろ
ば
の
あ
る
夏

の
雲
公
園
、
田
柄
の
源
流
と

田
ん
ぼ
の
秋
の
陽
公
園
、
武

蔵
野
の
風
景
が
楽
し
め
る
四

季
の
香
公
園
と
そ
れ
ぞ
れ
特

色
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

マ
グ
ネ
ッ
ト
と
な
り
緑
道
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
え
ば
光

が
丘
公
園
を
含
め
車
道
を
通

ら
ず
全
域
が
楽
し
め
ま
す
。

広
域
避
難
ひ
ろ
ば
と
し
て

の
光
が
丘
一
帯
の
安
心
・
安

全
さ
も
歩
い
て
い
て
実
感
出

来
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
掲
示
が
徹
底

し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
会
話

は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
乗

降
時
「
こ
ん
に
ち
は
」、「
さ

よ
う
な
ら
」
の
挨
拶
が
続
き

和
み
を
感
じ
ま
す
。
特
に
女

子
学
生
や
幼
児
等
の
声
が
嬉

し
い
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

で
い
る
子
供
達
を
見
て
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
観
察
し

て
い
る
と
一
つ
の
住
棟
に

色
々
な
タ
イ
プ
の
住
宅
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に

は
色
々
な
家
族
構
成
が
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
様
々
な
住
宅
計
画
が

良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
み
、

そ
こ
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
育

っ
た
子
供
達
が
周
辺
に
住
み

内
外
の
交
流
等
好
循
環
社
会

を
形
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
更
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
有
効
な
Ｕ
Ｒ
の
近

居
優
遇
制
度
、
急
速
な
高
齢

化
率
を
抑
え
日
本
の
将
来
の

た
め
に
も
な
る
都
の
若
年
夫

婦
・
子
育
て
世
帯
向
き
（
定

期
使
用
住
宅
）
制
度
等
も
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
12
月
８
日
Ｉ
Ｍ
Ａ

（
延
床
面
積
14
万
６
０
０
０

㎡
、
売
り
場
面
積
７
万
２
９

０
０
㎡
、
駐
車
場
１
２
０
０

台
、
駐
輪
場
２
０
０
０
台
、

売
上
高
３
５
２
億
円
・
年
、

来
館
者
２
２
０
０
万
人
・
年
）

は
約
半
年
の
工
事
等
終
え
33

年
ぶ
り
に
屋
台
骨
に
な
っ
て

い
る
中
央
館
専
門
店
街
地
下

１
階
か
ら
４
階
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

地
域
に
感
動
を
、
更
な
る
存

在
感
を
示
し
た
い
と
い
う
意

図
が
実
現
で
き
た
か
、
全
体

の
コ
ン
セ
プ
ト
、
新
し
い

「
Ｉ
Ｍ
Ａ
ス
ト
リ
ー
ト
」、
人

の
集
う
「
光
の
広
場
」、
本
格

的
な
「
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
」
等

の
目
玉
が
ど
う
利
用
者
に
評

価
さ
れ
て
い
く
か
楽
し
み
で

す
。青

空
市
は
日
曜
日
通
常
月

２
回
開
か
れ
11
〜
12
店
舗
が

出
店
し
か
な
り
の
人
出
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
を

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
で
近

く
で
聴
け
る
、
地
域
の
学
校

や
音
楽
教
室
の
発
表
会
も
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
し
て
い
る
早

稲
田
大
学
等
の
学
生
ク
ラ
ブ

の
定
期
演
奏
会
も
楽
し
み
で

す
。
先
日
カ
ナ
ダ
か
ら
の
留

学
生
が
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ェ
ッ
ト

で
来
宅
し
た
の
で
連
れ
て
い

っ
た
ら
、
身
近
の
高
質
な
ホ

ー
ル
で
レ
ベ
ル
の
高
い
音
楽

が
楽
し
め
る
素
晴
ら
し
さ
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。
音
楽

だ
け
で
な
く
、
木
戸
銭
１
０

０
円
以
上
で
き
け
る
春
風
亭

正
朝
一
門
に
よ
る
Ｉ
Ｍ
Ａ
寄

せ
は
３
６
３
回
続
い
て
い
ま

す
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
夏
休

み
に
長
期
の
こ
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
が
定
期
的
に
開
か
れ

て
い
ま
し
た
。

練
馬
区
は
最
初
の
入
居
か

ら
27
年
、
最
終
入
居
か
ら
18

年
を
経
た
２
０
１
０
年
４
月

に
小
学
校
の
統
合
再
編
を
実

施
し
８
校
を
４
校
と
し
ま
し

た
。
閉
校
後
の
施
設
は
、
小

学
校
で
は
、
１
校
は
ア
オ
バ

ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
貸
付
け
、

残
り
３
校
は
、
文
化
交
流
ひ

ろ
ば
や
各
種
学
習
・
研
修
セ

ン
タ
ー
、
そ
れ
に
障
害
者
福

祉
施
設
等
一
時
移
転
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
は
２
０
１
９

年
３
月
に
１
校
閉
校
し
３
校

と
し
ま
し
た
。
閉
鎖
さ
れ
た

中
学
校
は
練
馬
光
が
丘
病
院

の
移
転
改
築
先
と
し
て
現
在

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

閉
校
前
ト
リ
オ
配
置
の
特
色

を
生
か
し
五
小
と
三
中
の
間

で
図
書
館
、
体
育
館
、
図
書

館
が
共
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
光
が
丘
は
医
者
と
買
い

物
に
恵
ま
れ
て
い
る
。」
と
杉

並
区
の
戸
建
て
か
ら
越
し
て

来
た
方
か
ら
話
を
聞
き
ま
し

た
。
国
分
寺
市
か
ら
来
ら
れ

た
ご
婦
人
か
ら
も
。
そ
う
し

た
中
、
現
在
地
域
医
療
振
興

協
会
が
運
営
し
て
い
る
練
馬

光
が
丘
病
院
は
４
５
７
床
の

新
病
院
を
近
く
の
光
が
丘
四

中
跡
に
建
設
中
で
、
２
０
２

２
年
開
業
予
定
。
現
練
馬
光

が
丘
病
院
跡
も
練
馬
区
は
地

域
包
括
ケ
ア
ー
病
床
等
を
持

つ
医
療
施
設
経
営
者
を
公
募

中
で
２
０
２
３
以
降
開
業
予

定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
光
が
丘
か
ら
は
バ
ス
20

分
で
順
天
堂
練
馬
病
院
（
４

０
０
床
）
に
も
行
け
ま
す
し
、

色
々
な
診
療
所
も
揃
っ
て
い

ま
す
の
で
、
確
か
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

清
掃
工
場
の
排
熱
利
用
の

地
域
給
湯
や
暖
房
（
一
部
）

に
つ
い
て
は
各
戸
方
式
の
エ

ア
コ
ン
技
術
の
向
上
等
に
伴

い
一
部
に
動
き
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
施
設
が
改
良
更
新

さ
れ
な
が
ら
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

監
視
は
痴
漢
防
止
に
役
立
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

無
電
柱
は
都
市
景
観
だ
け
で

無
く
先
頃
千
葉
県
で
起
き
た

巨
木
と
の
共
倒
れ
に
よ
る
よ

う
な
被
害
防
止
に
も
役
立
つ

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
駅

南
口
出
入
口
の
地
上
階
か
ら

地
下
駅
階
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
地
域
全
体
の
高

齢
化
も
あ
り
急
務
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

光
が
丘
開
発
に
関
連
す
る

練
馬
区
の
周
辺
整
備
計
画

（
青
柳
・
井
上
共
著
光
が
丘
新

聞
社
刊
住
み
続
け
た
い
街
光

が
丘
１
５
１
頁
参
照
　
光
が

丘
図
書
館
に
あ
り
ま
す
）
は

周
辺
１
３
５
ha
の
地
域
に
４

本
の
道
路
と
３
本
の
緑
道
そ

れ
に
遊
び
場
等
の
整
備
が
骨

子
で
し
た
。
現
在
は
住
民
と

練
馬
区
で
力
を
合
わ
せ
地
区

計
画
や
沿
道
地
区
計
画
等
で

道
路
や
緑
道
の
整
備
は
も
ち

ろ
ん
１
１
０
㎡
以
下
の
過
小

宅
地
を
無
く
し
ミ
ニ
開
発
を

防
ぐ
良
好
な
住
宅
地
に
。
そ

し
て
点
在
す
る
都
市
農
地
と

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
音
と
共
に

成
熟
し
た
住
宅
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。

光
が
丘
と
そ
の
周
辺
（
〒

１
７
９
）
地
区
は
、
直
近
の

練
馬
区
の
区
民
意
向
調
査
で

も
住
み
よ
い
・
ま
あ
住
み
よ

い
が
93
・
６
％
で
し
た
。

光
が
丘
に
住
ん
で
い
る
人

も
訪
れ
た
人
も
光
が
丘
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
「
文
化
」

だ
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
住

民
の
文
化
に
対
す
る
関
心
は

観
客
・
参
加
数
か
ら
見
て
も

高
く
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
は
そ

の
核
的
存
在
だ
と
聞
き
ま
す
。

こ
れ
が
光
が
丘
の
品
格
の
一

部
と
し
て
映
り
、
好
イ
メ
ー

ジ
の
持
続
に
結
び
つ
い
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
の
開
発
は

地
元
（
江
古
田
）
に
あ
る
日

大
芸
術
学
部
、
武
蔵
野
音
楽

大
学
の
先
生
方
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

関
連
組
織
の
メ
ン
バ
ー
等
で

委
員
会
を
作
り
光
が
丘
に
相

応
し
コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討
か

ら
始
め
ま
し
た
。
類
似
の
日

本
橋
三
越
劇
場
や
下
北
沢
本

多
劇
場
も
現
地
調
査
し
た
り
、

元
帝
劇
支
配
人
（
森
繁
久
弥

の
「
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ

ン
弾
き
」
の
プ
ロ
ジ
ュ
ー
サ

ー
）
の
大
河
内
豪
さ
ん
に
経

営
の
指
導
を
受
け
た
り
し
ま

し
た
。

こ
う
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
や

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、

バ
レ
エ
、
演
劇
等
か
ら
ピ
ア

ノ
発
表
会
ま
で
幅
広
く
使
え

る
音
響
可
変
装
置
及
び
可
動

ス
テ
ー
ジ
付
の
５
０
０
席
の

本
格
的
な
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
が

完
成
し
１
９
８
７
年
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ａ
に
は
開
店
当
初
か

ら
ホ
ー
ル
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文

化
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
９
年

９
月
終
了
）、
音
楽
教
室
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
加
わ
り
地

域
の
文
化
を
支
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

学
校
は
将
来
の
日
本
を
担

う
子
供
達
を
育
む
重
要
な
施

設
で
あ
る
と
同
時
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
大
規

模
高
層
高
密
度
開
発
で
の
学

校
計
画
に
つ
い
て
経
験
が
な

い
の
で
日
本
建
築
学
会
学
校

教
育
委
員
会
に
委
託
し
そ
の

研
究
成
果
を
基
に
計
画
し
ま

し
た
。
具
体
的
内
容
は
、
小

学
校
２
校
、
中
学
校
１
校
と

い
う
住
区
単
位
の
組
み
合
わ

せ
で
配
置
（
ト
リ
オ
配
置
）

す
る
と
い
う
提
案
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
給
食
室
・
図
書
館

等
の
共
用
充
実
化
、
生
徒
の

減
少
に
対
す
る
統
廃
合
等
へ

の
柔
軟
性
の
確
保
、
学
校
・

住
宅
間
の
騒
音
等
相
互
干
渉

の
低
減
、
地
域
の
高
齢
化
に

対
応
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

等
の
メ
ッ
リ
ト
が
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
練
馬
区
で
小
学
校

８
校
、
中
学
校
４
校
で
の
ト

リ
オ
配
置
、
板
橋
区
で
小
学

校
１
校
、
中
学
校
１
校
（
後

で
計
画
中
止
）
で
出
発
し
ま

し
た
。

高
校
２
校
は
住
環
境
と
の

バ
ラ
ン
ス
や
通
学
者
等
の
ア

ク
セ
ス
を
考
え
な
が
ら
周
辺

部
に
分
散
配
置
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
４
園
、
保
育
所
11

園
は
日
照
や
騒
音
等
に
注
意

し
な
が
ら
住
宅
地
に
分
散
配

置
し
ま
し
た
。

大
規
模
高
層
高
密
度
の
本

地
区
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
日
本
病
院

建
築
協
会
に
委
託
し
、
そ
の

答
申
を
基
に
計
画
を
ま
と
め

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
セ
ッ
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

計
画
人
口
と
周
辺
既
存
施
設

等
の
検
討
か
ら
、
病
院
は
２

０
０
床
の
も
の
が
１
か
所
、

診
療
所
８
か
所
（
内
、
板
橋

区
１
か
所
）、
そ
の
他
産
科
診

療
所
・
専
門
医
診
療
所
数
カ

所
、
歯
科
診
療
所
８
か
所

（
内
、
板
橋
区
１
か
所
）
で
し

た
。そ

の
後
、
病
院
に
つ
い
て

は
練
馬
区
で
検
討
が
進
め
ら

れ
１
９
８
６
年
練
馬
区
医
師

会
病
院
と
し
て
区
内
初
の
総

合
病
院
・
地
域
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
１
９
９
１

年
巨
額
赤
字
で
経
営
放
棄
さ

れ
、
日
本
大
学
に
引
継
が
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
日
大
も
２

０
１
２
年
撤
退
し
、
現
在
は

地
域
医
療
振
興
協
会
に
よ
る

練
馬
光
が
丘
病
院
（
３
４
２

床
）
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
暖
冷
房
給
湯
＝
全
住

宅
地
で
の
地
域
方
式
は
我
が

国
で
初
め
て
。
当
時
地
域
方

式
は
各
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式

よ
り
経
済
的
で
あ
り
、
清
掃

工
場
等
の
排
熱
利
用
に
よ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
二
酸
化
炭

素
削
減
の
観
点
か
ら
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
方
式
は
清
掃

工
場
の
ゴ
ミ
焼
却
の
蒸
気
排

熱
（
約
45
℃
）
を
熱
源
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
蓄
熱
槽

に
回
収
し
、
住
戸
は
住
棟
く

ら
い
の
単
位
で
の
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
で
温
水
を
つ
く
り
、
給

湯
や
暖
房
（
一
部
）
の
供
給

を
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
等
施
設
は
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ン
ト
か
ら
の
直
接

供
給
で
冷
暖
房
給
湯
を
し
て

い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
監
視
＝
当

初
は
、
我
が
国
で
初
め
て
の

全
住
宅
地
約
１
８
０
台
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
事
故
・
犯

罪
を
中
央
監
視
室
の
15
台
の

モ
ニ
タ
ー
で
24
時
間
監
視
す

る
計
画
を
し
ま
し
た
。

無
電
柱
＝
東
京
電
力
の
協

力
に
よ
り
、
ま
ち
の
景
観
を

重
視
し
た
、
無
電
柱
の
ま
ち

を
目
指
し
ま
し
た
。

練
馬
区
は
成
増
飛
行
場
・

Ｇ
Ｈ
の
関
連
で
苦
労
し
て
き

た
周
辺
住
民
や
Ｇ
Ｈ
返
還
運

動
で
努
力
し
て
き
た
区
民
に
、

跡
地
開
発
を
ど
う
プ
ラ
ス
に

す
る
か
配
慮
。

跡
地
周
辺
の
１
３
５
ha
の

地
域
に
つ
い
て
、
土
地
区
画

整
理
事
業
等
に
よ
る
整
備
を

計
画
し
、
住
宅
事
業
者
に
は

跡
地
と
の
接
続
道
路
の
整
備

協
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

住
宅
事
業
者
は
周
辺
住
民

が
跡
地
内
の
店
舗
等
を
利
用

し
易
い
よ
う
に
、
生
活
道
路

と
跡
地
と
の
接
点
に
小
公
園

を
配
置
し
ま
し
た
。
更
に
学

校
群
は
周
辺
地
域
を
含
ん
で

学
校
区
が
構
成
で
き
る
よ
う

に
、
隣
接
し
て
配
置
。

あ
る
日
小
公
園
で
遊
ん
で

い
る
親
子
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
親
は
光
が
丘
で
生
ま
れ
、

育
ち
、
結
婚
し
、
近
く
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
生
活
し
て
い
る
。

両
親
は
今
で
も
光
が
丘
内
に

住
ん
で
い
る
。
人
と
人
と
の

交
流
も
融
和
の
一
環
と
思
い

ま
し
た
。

誇
れ
る
光
が
丘
の
現
状

世
界
各
国
で
聞
い
た
「
わ

が
街
・
わ
が
ふ
る
さ
と
」
意

識
は
、
国
の
94
％
が
集
合
住

宅
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
団
地

で
は
安
心
安
全
が
、
香
港
の

華
富
（
ワ
フ
ー
）
超
高
層
団

地
で
は
バ
ス
の
様
に
大
き
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、
ア
メ
リ

カ
シ
カ
ゴ
の
１
０
０
階
建
て

ジ
ョ
ン
ハ
ン
コ
ッ
ク
ビ
ル

（
ア
パ
ー
ト
）
で
は
ミ
シ
ガ
ン

湖
か
ら
の
強
風
で
多
少
揺
れ

る
が
楽
し
め
る
美
し
い
湖
岸

の
景
色
が
、
イ
ギ
リ
ス
ロ
ン

ド
ン
の
バ
ー
ビ
カ
ン
で
は
全

戸
の
美
し
い
花
で
飾
ら
れ
た

バ
ル
コ
ニ
ー
が
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
外

か
ら
見
え
る
リ
ビ
ン
グ
で
楽

し
む
生
活
等
々
様
々
で
し
た
。

「
光
が
丘
が
ふ
る
さ
と
」

と
い
う
方
の
多
く
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
だ
か
ら
と
言

う
答
え
で
し
た
。
ふ
る
さ
と

は
、
自
然
や
人
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
、
お
祭
り
や
催
事

へ
の
参
加
や
そ
れ
ら
が
絡
ん

だ
中
で
成
長
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
然

で
は
、
源
流
か
ら
流
れ
る
川

や
田
ん
ぼ
、
竹
の
子
に
会
え

る
竹
林
、
小
海
老
と
く
ち
ぼ

そ
の
泳
ぐ
蛙
池
、
郷
愁
誘
う

と
ん
ぼ
池
、
色
と
り
ど
り
の

バ
ラ
園
や
花
壇
、
約
２
km
の

四
季
の
変
化
の
あ
る
並
木
道

等
が
あ
り
、
上
階
の
人
か
ら

は
美
し
い
富
士
山
も
。
人
で

は
、
こ
ど
も
の
頃
の
友
達
、

そ
れ
を
通
し
て
の
親
同
士
、

ご
近
所
や
サ
ー
ク
ル
等
々
の

交
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

病
気
や
災
害
に
強
い
安
心

感
、
買
い
物
に
便
利
で
Ｉ
Ｍ

Ａ
ホ
ー
ル
の
あ
る
文
化
性
の

高
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
、

下
が
ら
な
い
住
宅
価
格
、
す

ぐ
埋
ま
る
賃
貸
住
宅
、
都
心

直
結
で
座
っ
て
も
行
け
る
都

営
地
下
鉄
大
江
戸
線
、
コ
ロ

ナ
禍
で
再
認
識
さ
れ
た
身
近

の
み
ど
り
等
、
住
め
ば
住
む

ほ
ど
年
輪
の
よ
う
に
ふ
る
さ

と
意
識
は
増
し
て
い
く
、
一

度
住
ん
だ
ら
住
み
続
け
た
い
、

引
越
し
て
も
再
度
戻
っ
て
き

た
い
、
そ
ん
な
光
が
丘
が
わ

が
ふ
る
さ
と
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「

あ
し
た
ま
ち
・
ふ
る
さ

と
光
が
丘
」
は
こ
れ
か
ら
も

魅
力
あ
る
街
と
し
て
時
々
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
住
宅
や
施
設

の
更
新
を
続
け
、
持
続
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
し
た
ま
ち
・
ふ
る
さ
と
光
が
丘

文
化
施
設
計
画

学
校
群
計
画

病
院
・
医
療
施
設

計
画

都
市
設
備
計
画

周
辺
地
域
融
合
計
画

成
長
す
る
い
ろ
い

ろ
あ
る
　
み
ど
り

良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
つ
く
る
　
フ

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

地
域
に
感
動
　
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
　
　

Ｉ
Ｍ
Ａ
セ
ン
タ
ー

地
域
文
化
を
支
え
る

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル

時
代
に
対
応
す
る
ト

リ
オ
（
小
・
中
・
小
）

配
置
　
学
校
群

時
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
　
病
院
・

診
療
所
な
ど

地
球
温
暖
化
対
策
等

に
貢
献
す
る
　
地
域

給
湯
や
暖
房(
一
部)
他

良
好
な
住
宅
地
を
目

指
す
　
周
辺
地
域



 

 

 

 



▽
リ
ヴ
ィ
ン
　
光
が
丘
店

Tel
（
３
９
７
６
）
８
１
１
１

▽
イ
オ
ン
　
練
馬
店

Tel
（
３
９
７
６
）
７
７
１
１

▽
寿
司
　
す
し
征
　
田
柄

３
　
午
後
５
時
よ
り

Tel
（
３
９
７
０
）
２
０
３
０

▽
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
東
館

南
館
　
一
部
飲
食
店
舗
の
み

営
業Tel

（
３
９
７
６
）
２
１
０
０
　

▽
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
　
イ
マ

ミ
セTel

（
３
９
７
６
）
２
１
０
０
　

▽
南
部
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

田
柄
５

Tel
（
３
９
９
０
）
８
０
０
０

▽
理
容
室
　
グ
リ
ー
ン

春
日
町
５

Tel
（
３
９
３
９
）
７
０
０
０

▽
カ
ッ
ト
屋
　
Ｈ
　
田
柄

５Tel
０
８
０
（
５
５
２
３
）
６

９
７
１

▽
白
雲
書
道
教
室
　
旭
町

２Tel
（
３
９
３
８
）
９
７
０
２

▽
東
京
熱
供
給
㈱
光
が
丘

支
社
　
光
が
丘
５

Tel
（
３
９
７
７
）
３
３
７
５

▽
出
張
買
取
り
　
慶
宝
堂
　

成
増
５

Tel
０
１
２
０
（
０
９
）
８
４

６
８▽

保
険
代
理
店
　
㈲
ア
ス

テ
ルTel

０
４
８
（
８
１
６
）
９
５

５
５▽

サ
ン
ト
ピ
ア
イ
ン
ド
ア

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
　
谷
原
２

Tel
（
３
９
７
７
）
１
８
７
３

▽
理
容
室
　
男
爵
　
Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ
ー
３
　
高
松
４

Tel
（
３
９
７
０
）
３
６
１
８

▽
ア
イ
・
キ
ー
　
練
馬
光

が
丘
防
犯
セ
ン
タ
ー
　
田
柄

２Tel
（
３
９
３
０
）
１
１
８
７

▽
東
京
土
建
　
中
村
北
１

Tel
（
３
８
２
５
）
５
５
２
２

▽
ア
ロ
ー
へ
ア
ー
　
高
松

４Tel
０
８
０
（
６
８
０
０
）
９

１
８
６

▽
ヘ
ア
ス
タ
ジ
オ
　
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
　
高
松
４

Tel
（
３
８
２
５
）
３
７
４
０

▽
㈱
服
部
自
動
車
鈑
金
工

業
　
田
柄
５

Tel
０
１
２
０
（
０
８
９
）
６

７
４▽

不
動
産
　
㈱
あ
お
い
通

商
　
田
柄
５

Tel
（
５
８
４
８
）
３
８
６
６

▽
渡
辺
精
肉
店
　
土
支
田

３
　
土
支
田
地
蔵
通
り
商
店

街Tel
（
３
９
２
２
）
５
６
９
８

▽
張
替
本
舗
　
金
沢
屋

土
支
田
３

Tel
０
１
２
０
（
４
７
４
）
０

０
２
１

▽
藤
間
流
　
日
本
舞
踊
稽

古
場
旭
町
　
旭
町
２

Tel
（
３
９
３
８
）
９
７
０
２

▽
リ
ビ
ン
グ
・
イ
ン
テ
リ

ア
　
か
え
で
　
田
柄
２

Tel
（
３
９
７
７
）
５
１
３
１
　

▽
新
築
・
増
築
・
改
築

（
有
）
長
代
建
設
　
田
柄
５

Tel
（
３
９
７
０
）
４
１
３
１

▽
あ
ん
ざ
ん
＆
そ
ろ
ば
ん
　

光
が
丘
Ａ
＆
Ｃ
　
田
柄
３

Tel
（
３
９
７
０
）
６
８
４
８

▽
注
文
建
築
の
設
計
・
施

工
・
リ
フ
ォ
ー
ム
　
㈱
ア

イ
ケ
ン
ホ
ー
ム
　
田
柄
５

Tel
（
３
９
９
８
）
４
７
０
１

▽
齋
藤
畳
店
　
旭
町
１

旭
町
１
丁
目
商
店
街

Tel
（
３
９
３
９
）
０
２
２
２

▽
光
が
丘
ふ
れ
あ
い
の
町

光
が
丘
青
空
市
会
　
Ｉ
Ｍ

Ａ
南
館
裏
側

Tel
０
９
０
（
４
３
７
４
）
３

８
８
８

▽
よ
さ
こ
い
鳴
子
光
丘

旭
町
１

Tel
０
７
０
（
６
６
４
３
）
５

６
３
６

 

 

 

 

▽
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
練

馬
春
日
町
＝
内
科
（
循
環

器
・
消
化
器
・
呼
吸
器
）

春

日
町
５
ー
33
ー
30

Tel
（
５
９
７
１
）
８
５
５
０
　

▽
つ
つ
じ
皮
膚
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
＝
春
日
町
３
ー
31
ー
17

Tel
（
３
９
７
０
）
７
７
６
０

▽
か
わ
は
ら
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
　
精
神
科
・
心
療

内
科
＝
高
松
５
ー
18
ー
４

Tel
（
６
９
１
３
）
１
５
２
３

▽
沼
口
整
形
外
科
　
小
児

科
＝
光
が
丘
５
ー
２
ー
５

Tel
（
３
９
７
６
）
０
１
３
１
　

▽
飯
島
医
院
＝
小
児
科
・

内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
＝
光

が
丘
７
ー
３
ー
６

Tel
（
３
９
７
６
）
６
０
８
７

▽
鶴
見
歯
科
＝
光
が
丘
５

ー
５
ー
６

Tel
（
３
９
７
６
）
７
７
８
８

▽
や
も
と
歯
科
＝
田
柄
５

ー
27
ー
11

Tel
（
３
９
９
９
）
８
８
１
８

▽
光
が
丘
南
　
佐
藤
医
院

内
科
・
循
環
器
科
・
消
化
器

科
・
小
児
科
・
外
科
＝
高
松

４
ー
12
ー
17

Tel
（
３
９
２
６
）
８
７
６
５

▽
た
が
ら
眼
科
＝
田
柄
５

ー
27
ー
３
　

Tel
（
５
８
４
８
）
１
１
２
１

▽
林
内
科
胃
腸
科
＝
田
柄

５
ー
14
ー
11
ー
２
階

Tel
（
３
８
２
５
）
３
３
１
２

▽
山
田
歯
科
医
院
＝
光
が

丘
２
ー
４
ー
11

Tel
（
３
９
３
０
）
８
２
１
１

▽
浜
野
小
児
科
　
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
＝
田
柄
５
ー
14
ー

19

内
科
は
８
日
（
金
）
か

らTel
（
３
９
２
６
）
２
６
３
５



財
団
法
人
日
本
漢
字
能

力
検
定
協
会
が
、
そ
の
年

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
漢
字
一

字
の
公
募
を
日
本
全
国
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
最
も
応
募
数
の
多
か

っ
た
漢
字
一
字
を
そ
の
年

の
世
相
を
表
す
漢
字
と
し

て
、
原
則
12
月
12
日
（
土
）

「
漢
字
の
日
」
の
午
後
に
、

京
都
府
京
都
市
東
山
区
の

清
水
寺
で
発
表
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
選
ば

れ
た
漢
字
を
「
今
年
の
漢

字
」
と
し
て
い
ま
す
。

２
年
前
の
２
０
１
８
年

に
「
災
」
が
選
ば
れ
た
の

は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の

災
害
が
多
く
、
人
々
の
意

識
に
影
響
す
る
出
来
事
が

あ
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由

で
し
た
。
今
年
は
気
候
変

動
に
よ
る
災
害
、
そ
し
て

２
月
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
流
行
し
ま
し
た
。

今
年
の
発
表
は
12
月
14

日
（
月
）
で
し
た
。
ち
な

み
に
１
９
９
５
年
か
ら
の

「
今
年
の
漢
字
」
は
次
の

通
り
で
す
。

１
９
９
５
年
「
震
」

１
９
９
６
年
「
食
」

１
９
９
７
年
「
倒
」

１
９
９
８
年
「
毒
」

１
９
９
９
年
「
末
」

２
０
０
０
年
「
金
」

２
０
０
１
年
「
戦
」

２
０
０
２
年
「
帰
」

２
０
０
３
年
「
虎
」

２
０
０
４
年
「
災
」

２
０
０
５
年
「
愛
」

２
０
０
６
年
「
命
」

２
０
０
７
年
「
偽
」

２
０
０
８
年
「
変
」

２
０
０
９
年
「
新
」

２
０
１
０
年
「
命
」

２
０
１
１
年
「
絆
」

２
０
１
２
年
「
金
」

２
０
１
３
年
「
輪
」

２
０
１
４
年
「
税
」

２
０
１
５
年
「
安
」

２
０
１
６
年
「
金
」

２
０
１
７
年
「
北
」

２
０
１
８
年
「
災
」

２
０
１
９
年
「
令
」

２
０
２
０
年
「
密
」

４
月
７
日
に
は
東
京
で

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
学
校
が
休
校
に
な
り

ま
し
た
。
５
月
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
に
緊
急

事
態
宣
言
は
順
次
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
東
京
都
は

他
府
県
よ
り
遅
く
、
５
月

25
日
に
解
除
と
な
り
、
６

月
か
ら
学
校
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
席

巻
さ
れ
た
２
０
２
０
年

は
、
生
活
様
式
が
大
き
く

変
わ
っ
た
１
年
と
な
り
ま

し
た
。中

略

学
校
は
感
染
症
予
防
措

置
を
し
な
が
ら
工
夫
し
、

新
し
い
学
校
生
活
を
生
み

出
し
、
前
を
向
い
て
進
ん

で
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
の
世
相
を

表
す
「
今
年
の
漢
字
」
一

字
は
「
安
」
と
い
う
字
で

し
た
。
「
安
」
が
選
ば
れ

た
理
由
と
し
て
、
安
全
で

安
心
の
あ
る
社
会
を
望
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０

２
１
年
の
漢
字
が
「
安
」

と
な
る
年
に
な
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
15
日
発

行
。

令
和
二
年
四
月
に
、
私

は
都
立
光
丘
高
校
第
十
四

代
校
長
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
練
馬
区
で
仕
事
を

す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

光
が
丘
と
い
う
地
名
、
光

が
丘
公
園
の
存
在
は
知
っ

て
い
た
も
の
の
、
足
を
踏

み
入
れ
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。
光
が
丘
公

園
は
、
鬱
蒼
と
し
た
巨
大

な
森
の
よ
う
で
驚
き
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
校
長
職
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
に
追
わ
れ
な
が

ら
も
、
光
が
丘
公
園
の
緑

に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
勤
は
毎
朝
、
成
増
駅

か
ら
光
丘
高
校
ま
で
歩
い

て
い
ま
す
。
朝
の
散
歩
が

て
ら
、
頭
の
中
で
そ
の
日

の
懸
案
事
項
を
整
理
し
な

が
ら
、
二
十
分
弱
の
道
の

り
を
歩
い
て
い
ま
す
。
私

は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
多

摩
川
の
河
岸
段
丘
な
の
で
、

基
本
的
に
平
ら
な
土
地
で

生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。

起
伏
の
あ
る
地
形
を
毎
日

歩
く
の
は
初
め
て
の
経
験

で
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

あ
る
坂
道
、
そ
し
て
坂
の

面
に
は
た
い
て
い
民
家
の

庭
先
の
木
々
の
緑
、
そ
し

て
花
が
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
宅
に
よ
っ
て
は
丹
精
し

た
庭
木
や
プ
ラ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
朝
の
通
勤
に
季
節

の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

板
橋
と
練
馬
の
区
界
の

脇
道
に
入
る
と
、
そ
こ
は

暗
渠
道
。
か
つ
て
は
川
が

流
れ
て
い
た
の
が
今
で
は

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
の
の
本

に
よ
る
と
、
現
光
が
丘
公

園
の
北
部
に
は
か
つ
て
池

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
白
子

川
に
注
ぐ
川
、「
白
子
川
於

玉
ヶ
池
支
流
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
朝
、
こ
の
道
に

入
る
と
真
正
面
に
、
お
化

粧
直
し
し
た
ば
か
り
の
清

掃
工
場
の
煙
突
が
見
え
ま

す
。
ま
る
で
新
品
の
白
チ

ョ
ー
ク
の
よ
う
に
屹
立
し

て
い
ま
す
。
晴
れ
た
朝
に

は
青
空
を
バ
ッ
ク
に
そ
の

白
さ
が
際
立
ち
、
曇
り
の

日
に
は
雲
に
溶
け
込
む
よ

う
な
微
妙
な
陰
影
を
表
す
、

絵
画
の
よ
う
な
風
景
を
見

な
が
ら
、
光
が
丘
公
園
を

目
指
し
て
歩
き
ま
す
。

実
は
私
は
「
暗
渠
マ
ニ

ア
」
で
、
川
の
痕
跡
を
歩

く
の
が
趣
味
で
す
。
水
の

流
れ
に
心
を
癒
さ
れ
る
感

覚
は
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解

い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
流
れ
を
、
今
は
な
い

流
れ
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

下
に
想
像
し
な
が
ら
、
昔

の
辺
り
の
風
景
に
思
い
を

馳
せ
る
の
が
暗
渠
巡
り
の

楽
し
み
で
す
。

暗
渠
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
痕
跡
を
見
る
の

も
楽
し
い
も
の
で
す
。
特

に
戦
争
遺
跡
に
興
味
を
ひ

か
れ
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
光
が
丘
公
園
、
そ

し
て
我
が
光
丘
高
校
は
、

旧
日
本
軍
成
増
飛
行
場
、

そ
し
て
戦
後
は
米
軍
グ
ラ

ン
ト
ハ
イ
ツ
、
の
跡
地
で

す
。
戦
争
は
、
決
し
て
教

科
書
の
中
だ
け
の
出
来
事

で
は
な
く
、
こ
う
し
て
現

代
の
私
た
ち
と
地
続
き
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
戦

争
遺
跡
は
思
い
起
こ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
光

が
丘
公
園
の
木
々
が
織
り

な
す
四
季
折
々
の
彩
り
に
、

平
和
の
尊
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

緑
豊
か
な
落
ち
着
い
た

環
境
の
中
で
平
和
を
か
み

し
め
な
が
ら
、
次
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
何
を
残

し
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら

も
坂
道
や
暗
渠
道
を
歩
き

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
９
７
３
年
　
東
京
都

生
ま
れ
　
府
中
市
在
住

-660-

光
丘
高
校
校
長
　

尾
　
　
肇

緑
と
坂
と
痕
跡
と

学
校
学
校
か
ら
の 

お
た
よ
り 

学
校
学
校
か
ら
の 

お
た
よ
り 

今
年
を
振
り
返
っ
て

光
が
丘
第
一
中
学
校
　
校
長
　
栗
原
　
満


	名称未設定

